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                           沼津市青少年教育センター 

                                 たより 

                                                  令和４年７月号 No.540 

              〒410-0881 沼津市八幡町 97 番地 ☎(055)951-3440 FAX(055)952-3300 

 

子供たちへの関わり 
 

生涯学習課長 後藤 寿代 

 

６月 12 日(日)、梅雨時にもかかわらず天候に恵まれ、沼津市子ども会育成連絡協議会と沼津

市教育委員会との共催により、「沼津市砂の造形大会」が４年ぶりに盛大に開催されました。 

参加した子ども会は、それぞれ工夫をこらし、立派なサンドアートを作り上げました。上級生

のリーダーシップのもと、下級生は夢中で海水を運び、砂を積み重ねて固めていく。その過程で、

自然と役割分担やルールが生まれていきました。 

私も、力を合わせて徐々に一つの作品を作り上げていく姿を見守りながら、下級生が、お兄さ

んお姉さんを頼り尊敬し、上級生が、完成までの全体像を頭に描きながらチームをマネジメント

し、自信をつけていく様子に心を打たれました。このような情景は、まさに、異なる年齢の子供

たちが共に活動する「子ども会」の姿であるとも感じました。 

そもそも子ども会は、江戸時代の寺子屋や奉仕活動、年中行事への集まりから始まり、現在の

形は、終戦後の犯罪や貧困から地域の人たちが子供たちを守る中で作られたようです。活動の主

役はあくまでも子供たちですが、いつの時代にも、子供たちを見守り、指導・育成する大人の存

在は欠かせません。 

本市では、子ども会のほかにも、青少年を健やかに育てる会、ボーイスカウト、ガールスカウ

ト、海洋少年団、スポーツ少年団など、様々な子供たちの活動が活発に行われています。いずれ

も、熱意のあるボランティアの皆さんに支えられています。 

子供を取り巻く社会も様変わりし、多様化する中で、郷土愛、協調性、主体性、責任感など、

人づくりに必要な多くのことを学べる、家庭や学校以外の「地域」という存在はより重要なもの

となっています。 

はじける笑顔の子供たちに接した砂の造形大会は、改めて、より多くの方に子供を支える活動

に携わっていただきたいと切に願う機会となりました。 



◎

１　面接相談
◎ 相談受付時間…午前９時～午後５時　月～金曜日（祝祭日を除く）℡951-3440

（１）新規面接相談件数 ４～６月 件

＜相談内容別件数＞

＜相談対象者別件数＞

（２）４～６月までの面接相談件数 件

（３）４～６月までの面接相談回数 回 ※相談員が面接を実施した回数

97

0 17

合計 0 24 10 1 0 0 35

6月 0 12 5 0 0

0 8

5月 0 7 3 0 0 0 10

4月 0 5 2 1 0

幼児 小学生 中学生 高校生 少年 成人 合計

0 17

合計 0 23 11 0 1 0 35

6月 0 10 7 0 0

8

5月 0 8 2 0 0 0 10

非行 不登校 発達・子育て 進路・適性

659

面接相談＆電話相談
非行・不登校・発達・子育て・進路・対人関係など、青少年に関する

相談を直接（面接）または電話で行うことができます。

35

対人関係 その他 合計

4月 0 5 2 0 1 0

不登校, 

65

発達・

子育て, 

25

対人関係, 3 その他, 

4

相談内容別件数

小学生, 

47

中学生, 

44

高校生, 

6

相談対象者別件数

 ２
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２ 電話相談（愛称：やまびこ電話  951－7330）  

◎相談受付時間……午前10時～午後７時  月～金曜日（祝日を除く）  

 

＜相談内容別件数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜相談対象者別件数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ゲーム依存の裏にある子どものSOSとは？」 
青少年教育センター  臨床心理士   林  彩子  

 

夏休みに心配なことの一つに、子どもたちの「ゲーム依存」の

問題があります。夜遅くまでゲームをやっていると寝つきが悪く

なり、朝起きられなくなっていきます。そうすると生活リズムが

乱れ、昼夜逆転する等、生活に支障が出てきます。睡眠不足にな

ると宿題をする気力が出にくくなり、宿題も滞りがちになります。このよ

うなことが重なると夏休み明けに登校しづらくなり、学校に行きたくない

という子どもも出てきます。  

 それならゲームを禁止すれば良いかというと必ずしもそうとは言えませ

ん。ある調査によると、中学生のゲームプレーの時間が1日1時間以下の場合、好成績で

あったとの報告があります。それは1日1時間以内にコントロールできる力を持つ子ども

は、自己管理能力が高いため、学習面でも良い成績を維持しやすいからであると考えら

れます。  

 自分で自分をコントロールできるようになるには、例えば、ゲーム使用のルールにつ

いて決める時に大人が決めたルールを押し付けるのではなく、子どもとしっかり話し合

い、子どもが納得する形でルールを決めることが大切です。  

 同じ調査の中で、子どもの生活の様子や親子のかかわりなどについても尋ねられてお

り、ゲーム時間との関係を調べた結果が報告されていました。その中で、プレー時間の

長さと相関が高かったのは、「今の学校になじめないようである」「平日は子どもとほ

とんど話をしない」という回答でした。この結果を見ると、ゲームに没頭する子ども

は、学校にも家庭にも居場所がなく、ゲームの世界で辛うじて居場所を見出しているよ

うにも思えます。思春期ともなると親と向き合って話すことを恥ずかしがる子どももい

るかもしれませんが、心の奥では関わりを求めていると考え、この休みの間にゲーム使

用のルールについて親子で話し合ってみてはいかがでしょうか。もし親の手に負えない

場合は、早めに外部に助けを求めることをお勧めします。  

情報コーナー
 

 非行  不登校  発達  性  進路・適性 対人関係 学校生活 問合せ他 無言  合  計  

４月  ０  ０  １  ２  ０  １  ０  18 24 46 

５月  ０  ０  ０  ６  ０  ３  ０  14 12 35 

６月  ０  ２  ０  １  ０  ３  ２  24 22 54 

合計  ０  ２  １  ９  ０  ７  ２  56 58 135 
 

 

 乳幼児  小学生  中学生  高校生  少  年  大学・専門生 一般成人 不  明  合  計  

４月  ０  １  ０  ０  ０  ２  16 27 46 

５月  ０  ０  １  １  ０  ０  19 14 35 

６月  ０  ０  ２  ０  ０  ２  27 23 54 

合計  ０  １  ３  １  ０  ４  62 64 135 

 



４  

（８･９･10月の主な活動）  

※新型コロナウイルスの感染状況や天候等により、  
中止や延期、内容変更等をすることがあります。  

  

９月  ８日（木）  創作（切り絵）  

21日（水）  源兵衛川散策  

10月  ６日（木）  創作（パズル塗り絵）  

19日（水）  鮎壺の滝散策  

 

○8月は夏休み期間中のため、活動はありません。  

                          【夏の源兵衛川（三島）】  

 

 

 

 

 

 

 

【体験活動「はばたき」】 
（通称：はばたき活動）  

4/27(水 )みんなで遊ぼう (7人 ) 

5/12(木 )点つなぎに挑戦 (7人 ) 

5/25(水 )びゅうおに行こう (8人 ) 

6/ 8 (水 )公園で遊ぼう (8人 ) 

6/22(水 )買い物ツアー (10人 ) 

はばたき活動は、1対1の面接相談とは

違い、相談指導学級通所者や担当以外の

職員とも関わる小集団活動です。今年度

も、新型コロナウイルス感染予防を徹底

しながら、できる範囲で実施しています。 

「点つなぎに挑戦」では、同じ場所で同

じ活動をするという体験をし、作品を通

して他者と関わることができました。「び

ゅ う お に 行 こ

う」では、初め

てびゅうおに入

ったという子も

おり、展望台か

ら見える沼津の景    【びゅうお】  

色や新しく設置されたトリックアート

に感動していました。「買い物ツアー」で

は、1,000円という予算の中で、イーラ

de内の店舗を巡り、思い思いに買い物を

楽しみました。  

  
【相談指導学級】  
（通称：はばたき教室）  

令和４年度日課表 
時   間  活   動  

9:00 開所  

9:00～  9:50 学習１  

10:00～10:50 学習２  

11:00～11:50 ふれあい  

12:00～13:00 昼食・休憩  

13:00～13:50 学習３  

14:00～14:50 学習４  

15:00～15:50 学習５  

16:00 閉所  

はばたき教室は、上記日課表のスケジュー

ルのもと、月曜日から金曜日開所しています。

子供たちが予め計画を立て、自分で決めた学

習を、希望する時間に自主的に行い、２人の

学級担当が必要に応じて支援しています。 

７月１日時点で、学級を利用している子供

は 16 人（中学生 ３年生９人，２年生２人，

１年生１人，小学生 ６年生３人，５年生１人）

です。子供たちは、週１～５回出席し、学習

室で、漢字ドリルや計算ドリル、数学の問題

集などに取り組んだり、iPad で学習動画を見

たりしています。静かで落ちついた環境の中、

一生懸命学習に取り組めています。 

また、11:00 からのふれあいの時間は「室

内レク（カードゲームなど）」「スポーツ（バ

ドミントン・卓球など）」「ウォーキング」を

行っています。子供たち同士でコミュニケー

ションを図り、楽しく活動ができています。 

 

 



性
　
別

小
学
生

中
学
生

高
校
生

そ
の
他
学
生

有
職
少
年

無
職
少
年

計

一
年
間
累
計

男 0 0
女 0 0
男 0 0
女 0 0
男 0 0
女 0 0
男 9 9 9

 行 女 7 7 7
男 0 0
女 0 0
男 0 0
女 0 0

 為 男 6 22 28 28
女 2 19 21 21
男 0 0
女 0 0
男 0 0

 種 女 0 0
男 0 0
女 1 1 1
男 2 2 2
女 0 0

 別 男 4 4 4
女 1 1 2 2
男 1 1 2 3 7 7
女 0 0
男 1 4 1 6 6
女 1 1 1
男 1 8 43 0 4 0 56 56
女 1 2 29 0 0 0 32 32

2 10 72 0 4 0 88 88

男 0 0
女 0 0
男 0 0
女 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

男 109 78 41 228 228
女 82 43 50 175 175

191 121 91 0 0 0 403 403男　　　女　　　合　　　計

男　　　女　　　合　　　計

家庭・学校等

他 機 関

飲 酒

喫 煙

薬 物 乱 用

夜 間 は い か い

不 良 交 友

怠 学 ・ 怠 業

ゲ － ム セ ン タ － 入 場

パ チ ン コ 店 入 場

そ の 他

計

カ ラ オ ケ 店 入 場

自 転 車 の 暴 走 行 為

補導の状況

愛 の 声 か け 運 動

法令違反・
ぐ犯行為に
関する連絡
　　　　※

　　　　　　学　職　別

区　　　分

男　　　女　　　合　　　計

自 転 車 の 二 人 乗 り

自 転 車 の 無 灯 火

危 険 な 遊 び

１　４月～６月の街頭補導少年の学職別状況（中央補導・地区別補導）
　本年度も、新型コロナウイルス感染症対策を優先した生活スタイルが続いています。しか
し、全国的に感染者数も緩やかに減少し、マスク着用の取組なども柔軟になってきました。駅
周辺はもちろん、各地域も徐々に活気が出ており、青少年の姿も少しずつ見られるようになり
ました。地区別補導は４月から、中央街頭補導も５月から、ほぼ例年通り実施しています。温
かく思いやりのある声掛けを積極的に行い、青少年にとって安全・安心な環境作りに努めてい
きたいと考えています。

※ぐ犯行為……将来、犯罪に発展するおそれのある行為

５
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２ 少年補導委員の参加人数・補導回数・補導状況 

 参 加 人 数 回   数 状  況 

 市

職

員 

教

員 

地

区

代

表 

補

導

委

員 

警

察 

地

区 

補

導

委

員 

計 

午

前 

午

後 

夜

間 

計 

不
良
行
為
等 

の

確

認 
愛
の
声
か
け 

４ 月 0 0 0 0 156 156 1 8 27 36 5 67 

５ 月 13 5 14 1 247 280 0 10 39 49 51 84 

６ 月 6 6 11 0 315 338 0 7 42 49 32 252 

合 計 19 11 25 1 718 774 1 25 108 134 88 403 

 

 

令和４年度の補導について 
青少年教育センター 勝呂 早奈恵 

沼津市補導委員会は、市立小中学校と市内の高校（沼津商業高校を含む）から推薦される教員の少年補導

委員と18地区の「青少年を健やかに育てる会」から推薦される少年補導委員により構成されています。補

導活動は、センターが主催する火曜日1５時30分、水曜日16時、金曜日19時からの中央街頭補導と地

区の「青少年を健やかに育てる会」が主催する地区補導、そのほか特別補導として沼津夏まつり補導や県内

一斉少年補導などにご協力いただいております。 

教員の少年補導委員は６２名、各地区の「青少年を健やかに育てる会」推薦 

の少年補導委員は２２５名です。今年度もこの２８７名の皆さまのお力をお借 

りして、沼津市の青少年健全育成を推進していきます。 

ところで、毎年７月は「青少年の非行・被害防止強調月間」です。今年度は 

3年ぶりとなる街頭キャンペーンが、青少年を健やかに育てる会をはじめと 【新任補導委員研修会 サポートセンター職員講話】 

する自治会、学校等の関係機関のご協力をいただき、７月４日（月）に市内６か所で実施いたしました。青

少年の非行・被害防止に向けて、地域と連携しつつ、青少年と共に考え、共に行動する趣旨に鑑み、市内高

校生にも参加していただきました。静岡県は、運動期間中の重点課題として「有害環境への適切な対応」を

第一に掲げています。7月11日（月）には、県内一斉夏季少年補導及び立入調査が実施されました。（詳細

は次号でお伝えします）これからも、青少年の健全育成に、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

 

◎青少年教育センター「たより」についてのご意見・ご感想等がございましたら、メール等 

 でお寄せください。 

 

【８・９・10月の補導活動予定】 

○中央街頭補導 8/5(金) 19(金) 23(火) 30(火) 31(水) 

9/7(水) 13(火) 16(金) 20(火) 28(水) 30(金) 

10/7(金) 11(火) 12(水) 18(火) 21(金) 26(水) 28(金) 

○補導委員代表者会 9/9(金) 

 

 

 補 導 の 目

メールアドレス   seisyonen@city.numazu.lg.jp 

 


